
和
歌
山
市
議
会
二
月
定
例
議
会
は
二
月
二
十
七
日
か
ら
開
会
さ
れ
、
私
は
三
月
八
日
、
一
般
質
問
に
た

ち
ま
し
た
。
市
内
本
町
地
区
に
建
設
計
画
が
さ
れ
て
い
る
場
外
馬
券
売
場
設
置
計
画
に
反
対
す
る
立
場
か

ら
、
二
月
十
九
日
、
農
林
水
産
省
担
当
課
を
訪
れ
、
本
町
地
区
連
合
自
治
会
三
十
六
単
位
自
治
会
の
う
ち

過
半
数
を
超
え
る
十
九
自
治
会
が
反
対
し
て
い
る
実
態
を
訴
え
、
本
町
地
区
の
皆
さ
ん
の
声
を
直
接
届
け

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
場
外
馬
券
設
置
が
及
ぼ
す
青
少
年
へ
の
影
響
を
質
し
、
市
長
に
施
設
設
置
反
対

の
意
思
表
示
を
要
請
し
ま
し
た
。

二
月
十
九
日
、
場
外
馬
券
売
場
設
置
の
許
認
可
権
を
持
つ
農
林
水
産
省
を

私
、
奥
村
の
り
子
県
会
議
員
、
原
や
す
ひ
さ
氏
と
訪
れ
、
施
設
設
置
の
許
可

を
し
な
い
よ
う
求
め
ま
し
た
。

農
水
省
担
当
課
は
「
ま
だ
兵
庫
県
競
馬
組
合
か
ら
許
可
申
請
は
提
出
さ
れ

て
い
な
い
た
め
規
模
も
条
件
も
解
ら
な
い
。
農
水
省
へ
は
十
九
単
位
自
治
会

か
ら
施
設
設
置
反
対
請
願
書
が
、
ま
た
各
種
団
体
か
ら
は
二
十
七
団
体
か
ら

同
じ
趣
旨
の
請
願
書
が
、
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
許
認

可
に
当
た
っ
て
は
法
基
準
に
従
っ
て
審
査
、
判
断
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。

本
町
地
区
連
合
自
治
会
は
三
十
六
の
単

位
自
治
会
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
半
数
を
超
え
る
十
九
単
位
自
治
会
は
、

場
外
馬
券
売
場
設
置
許
認
可
権
を
も
つ
農

林
水
産
省
に
た
い
し
て
「
施
設
設
置
反
対

・
請
願
書
」
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
本
町
地
区
で
日
常
の
地
域
の
安

全
、
安
心
を
図
る
地
域
活
動
の
拠
点
と
な

っ
て
い
る
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の

二
十
七
各
種
団
体
も
同
様
に
「
施
設
設
置

反
対
・
請
願
書
」
が
農
水
省
に
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
は
一
般
質
問
で
「
過
半
数
を
超
え
る
単
位
自
治
会
が
施
設
設
置
に
反
対
を
表

明
し
、
地
域
各
種
団
体
の
九
〇
％
の
団
体
が
反
対
請
願
書
を
農
水
省
に
届
け
て
い

る
」
こ
と
を
指
摘
し
、
市
長
に
「
施
設
設
置
に
反
対
は
し
な
い
」
と
し
た
記
者
会

見
表
明
の
取
り
消
し
を
も
と
め
ま
し
た
。

市
長
は
「
公
営
競
技
は
全
て
悪
い
と
は
思
わ
な
い
」
と
の
姿
勢
で
す
。
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農水省に住民の声を届ける。右から奥村県議、原氏と私

毎
週
・
火
曜
日

十
四
時
～
、
十
八
時
三
〇
分
～

和
歌
山
市
土
入
二
四
一
ー
五

電
話

〇
七
三
ー
四
八
〇
ー
五
四
七
七

顧
問
に
は
弁
護
士
、
司
法
書
士
、
会
計
士
、
社
会
保
険

労
務
士
の
方
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

二
月
、
農
林
水
産
省
に
出
向
き
「
自
治
会
、
各
種
団
体
が
反
対
し
て
い
る
こ

と
を
正
し
く
受
け
止
め
、
許
可
は
す
る
べ
き
で

は
な
い
」
と
交
渉
を
し
て
き
ま
し
た
。

「
地
域
の
皆
さ
ん
の
声
を
よ
く
聞
き
、
厳
正

に
判
断
を
す
る
」
と
の
答
弁
で
し
だ
が
、
ひ
き

続
き
皆
さ
ん
の
声
を
上
げ
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
要
望
に

応
え
て
い
き
た
い
。



和
歌
山
市
の
中
心
市
街
地
、
本
町
地
区
中
ブ
ラ
ク
リ
丁
に
計
画
さ

れ
て
い
る
「
場
外
馬
券
売
場
」
設
置
計
画
地
に
隣
接
す
る
場
所
に
は

和
歌
山
市
が
支
援
す
る
「
み
ん
な
の
学
校
」
が
あ
り
ま
す
。

「
み
ん
な
の
学
校
」
は
和
歌
山
大
学
、
高
校
生
な
ど
が
中
心
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
団
体
が
主
体
的
に
街
作
り
の
担
い
手
と
な
る
人
材
育
成
、
社
会

貢
献
を
め
ざ
す
こ
と
を
目
的
に
平
成
二
十
一
年
に
設
立
さ
れ
、
ハ
ロ

ウ
イ
ン
等
々
二
百
五
十
六
件
も
の
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
事
業
を
展
開

し
、
昨
年
の
来
場
者
は
一
万
五
〇
〇
〇
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

多
く
の
参
加
者
と
の
懇
談
で
は
｢
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、

少
し
で
も
街
の
賑
わ
い
に
協
力
で
き
れ
ば
、
と
の
思
い
で
楽
し
ん
で

い
る
。
馬
券
売
場
な
ど
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
施
設
は
『
み
ん
な
の
学
校
』

の
設
立
目
的
と
も
合
わ
な
い
迷
惑
施
設
だ
｣
「
百
害
あ
っ
て
一
利
な

し
の
施
設
」
と
の
話
が
多
数
で
す
。

場
外
馬
券
売
場
設
置
計
画
地
前
に
は
「
キ
ッ
ズ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

が
あ
り
ま
す
。
施
設
は
平
成
十
三
年
度
か
ら
空
き
店
舗
を
活
用
し
、

概
ね
三
歳
未
満
の
子
育
て
家
庭
の
親
と
子
供
が
気
軽
に
交
流
し
、
子

育
て
支
援
拠
点
事
業
と
し
て
和
歌
山
市
は
支
援
も
し
て
い
ま
す
。
昨

年
度
の
利
用
者
数
は
一
万
一
五
〇
〇
人
を
超
え
て
い
る
事
業
で
す
。

よ
く
利
用
し
て
い
る
、
と
言
わ
れ
る
女
性
は
「
両
親
と
離
れ
生
活

し
て
い
る
。
育
児
経
験
も
な
く
、
こ
こ
へ
く
れ
ば
授
乳
の
仕
方
、
子

供
の
病
気
、
保
健
所
と
の
関
係
や
幼
児
検
診
な
ど
な
ど
、
そ
の
対
応

を
話
し
合
う
こ
と
で
子
育
て
の
安
心
感
が
生
ま
れ
て
き
た
。
近
く
に

馬
券
施
設
が
で
き
る
と
聞
き
、
驚
い
て
い
る
。
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
く

な
れ
ば
困
る
し
、
移
転
さ
れ
て
も
困
る
。
ま
た
近
く
の
駐
車
場
は
馬

券
関
係
者
で
埋
ま
っ
て
し
ま
え
ば
本
当
に
困
る
｣
と
の
話
で
す
。

私
は
市
議
会
の
一
般
質
問
で
市
長
に
「
場
外
馬
券
売
場
設
置
は
大

き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。
市
長
の
『
施
設
設
置

に
反
対
し
な
い
』
と
す
る
態
度
の
取
り
消
し
」
を
求
め
ま
し
た
。

市
長
は
「
法
的
に
認
め
ら
れ
た
公
営
競
技
に
つ
い
て
は
悪
い
も
の

と
は
思
わ
な
い
。
今
回
は
市
長
に
同
意
を
求
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
施
設
設
置
の
可
否
判
断
は
連
合
自
治
会

が
す
る
も
の
」
と
、
答
弁
し
ま
し
た
。

青年・学生があつまる「みんなの学校」

親子で集まる子育て支援の場「キッズステ－ション」

場外馬券売場の設置は青少年へ

の影響は避けられません。

近くには本町・城北小学校、伏

虎中学等々があり、施設設置場所

前の道路は通学路指定されていま

す。

1991 年大阪府警少年課が府内３
箇所における馬券売場で補導した

青少年への実態調査を示し、その

影響を質しました。

「５ヶ月間の補導は 658 人、中
学生・23 人、高校生 443 人で、馬
券購入回数５回以上は 98名。下級
生から脅し取ったのは 15回・３万
円を馬券購入に当てた」との調査

があることを指摘し、教育委員会

にこうした補導実態に対する意見

を求めました。

教育委員会は「施設設置をきっ

かけとして犯罪を引き起こすこと

もあり対策が必要だが、非常に憂

慮すべき内容」と答弁しました。




